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１．はじめに 
グラウンドアンカー工は、主として地すべり斜面や構造物（ダ

ム・鉄道・地下開発等）の安定対策工として用いられてきており、

NEXCO においては昭和 43 年の東名高速道路より採用した。 
近年、施工技術の改良や防食技術の向上、アンカー工法の多様

化等なども進み、従来と比べてより経済性なども改善されながら

一般的な対策工法として広く普及し、高速道路においても約

130,000 本もの施工実績（平成 18 年度末）を有している。 
 
２．維持管理上の問題点 
 初期のアンカーと比較すると、近年は防食性能の品質は向上し

てきているが、構造体は地中内に埋設されていることから、地盤

クリープによるアンカー緊張力の許容値を超えた増減、発錆等に

よるケーブル損傷、断面減少による破断など、安定緊張力の減少

に関わるアンカーの健全度（緊張力等）をリアルタイムに監視す

ることは難しい。しかし、アンカー施工から何十年も経過してき

ていることから、環境条件等によってはアンカーの劣化が急速に

進行して突然破断し、のり面崩壊や第三者被害に繋がるような事

象も想定され、維持管理上の観点からも適切なモニタリング手法

による定期的な健全度評価の重要性が高まってきている。 
 
３．日常管理手法について 
 アンカーの健全度（緊張力等の把握）をリアルタイムに確認す

るモニタリングの手法としては、一般的にリフトオフ試験、ロー

ドセル計測等があり、広く普及している。 
それぞれの調査法の特徴は、下表のとおりである。 
方 式 リフトオフ試験 ロードセル方式 

利 点 
・ピンポイント計測可能 

（任意点を計測可能） 
・機器交換等が容易 

・データ計測が簡単 
（計測機器が軽量） 

・計測費は安価 
留意点 ・計測機器が重装備 

（毎回の搬入も必要） 
・機動性に欠ける 

・測定点は固定 
（故障の場合は取替） 

・配線等耐久性が弱い 
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４．Ｍリング計測器の概要 
 磁性体（鋼材）にひずみが発生すると、ひずみの方向・大きさ

に応じて透磁率が変化する原理（ビラリ効果）を用い、磁化コイ

ルと検出コイルを合わせたプローブにより、磁力を計測し磁場の

ひずみを電圧として検出でき、これを数値解析し主応力差等を求

め、アンカーの緊張力を計測するものである。 
 
５．設置方法及び計測方法 
 Ｍリングセンサーの設置方法については、ロードセルと同じで

あり、右写真のようにグラウンドアンカー頭部に上下支圧板を設

け、その間にセンサーとなるＭリングを挟んで設置する。計測方

法については、磁専用プローブをＭリングの８測線（計測用ガイ

ドセル付）に当てて、各側線の値を計測し、その８箇所から得ら

れた値を平均計算してアンカー緊張力を求める。 
（右写真は、設置から約８年が経過しているＭリングセンサー） 
 
６．Ｍリングセンサーの施工実績等 
 Ｍリングセンサーは、平成 15 年に西日本高速道路株式会社（四

国支社）と三菱重工鉄構エンジニアリング株式会社により共同開

発（特許取得済み）された新しい計測器であり、現在までの間に、

ＮＥＸＣＯ関係２１工事（約 120 個）の実績を有している。 

（計測機器の設置頻度は、のり面全体の５％を基本としている） 

 また、１箇所あたりの計測費用については、従来型リフトオフ

試験と比較して約１／１０程度となっており、また長期耐久性に

ついては市販ロードセルよりも長期耐久性を有している。 
 
７．長期安定性の確認（まとめ） 
 本計測器の開発初期に設置したＭリングセンサーについて、設置から約８年が過ぎた今年２月に追跡調査

を行った。設置箇所は、松山道（愛媛県西予市）切土のり面であり、冬期には数回の通行止が行われるなど、

計測センサーの設置環境としては厳しい地域である。下表にアンカー緊張力の経年変化のグラフを示す。 
 測定結果、550KN を示しており、設計緊張力 523KN から約５％程度の差違となった。経年的な変化を見

ると設置初期の頃に一時的な値の減少があるものの、その後の推移に大きな変動は見受けられない。また、

Ｍリングセンサー本体にも大きな腐食や亀裂等は見受けられず、良好な状況で稼動していると判断される。 
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H14.12（初期） H22.2（今回） 設計緊張力（二重線） 

Ｍリングセンサーと計測プローブ 

Ｍリング計測器による測定状況 

Ｍリングの施工状況（位置図） 
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